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１　はじめに

　「森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置

法」（間伐等特措法）（平成20年法律第32号 最終改

正：令和３年法律第15号）では、特に成長に優れ、

花粉量が一般的なスギやヒノキに比べて概ね半分

以下のもの等を、農林水産大臣が「特定母樹」とし

て指定し、その増殖の実施の促進を図ることとさ

れています。

　林木育種センターでは、都道府県と認定特定増殖

事業者（都道府県知事が認定した民間事業体等）に

よる採種穂園の造成等の目的のため、特定母樹の原

種を配布しておりますので、ご紹介いたします。

２　特定母樹の指定状況

　特定母樹の制度が創設された平成25年度から

令和４年度末までに、林木育種センターが開発し

たエリートツリー等の中から、特定母樹指定基準

を満たした407系統を申請し、農林水産大臣から

特定母樹に指定されています。そのうちの85%は

エリートツリーから指定されたものとなっていま

す（下表参照）。

　なお、このほか、各県が申請し、特定母樹に指定

されたものが85系統あり、全国では492系統が指

定されています。

３　特定母樹の原種苗木の生産と配布状況

　林木育種センターでは、都道府県等からの特定

母樹等の原種配布要望に応え原種苗木等の生産・

配布を行っており、各系統の採穂台木から穂木を

採取し、つぎ木やさし木で増殖し苗木を育成して

います。配布先へ出荷する際には苗木１本１本の

DNA分析を行い、要望系統と配布系統に相違がな

いことを確認したうえで配布しています。

　特定母樹の配布本数については、平成25年度か

ら令和４年度までに全国で約72千本を配布して

おり、樹種別内訳では、スギ約50千本、ヒノキ約13

千本、カラマツ約５千本、グイマツ約４千本であ

り、令和４年度では、特定母樹の配布本数が全体の

約７割を占めています（下図参照）。

４　今後について

　間伐等特措法の基本指針では、今後の再造林は、

特定母樹からの苗木による再造林を促進すること

とされており、併せて、地域の特性等に応じた多様

な森林の整備を図るため、病虫害や気象害に抵抗

性を有する種苗等の確保の推進に努めることとさ

れています。このことから、林木育種センターで

は、少花粉品種や気象害抵抗性品種等の優良品種

からも、特定母樹の基準を満たすものについては、

特定母樹への申請を進めています。

　また、今後も配布要望に的確に応えられるよう、

施設を利用した原種苗木増産技術の開発を進める

とともに、開発した技術のうち採種穂園の整備や

山行き苗木の生産にも有効なものについて、講習

会等を通じて技術指導を行うことで、今後も特定

母樹の普及に貢献して参ります。

（指導普及・海外協力部　指導課　澤村　高至）

特定母樹の指定・配布状況について

１．はじめに

　キハダはミカン科の落葉高木で、国内では北海

道から九州までの山地の林内に生え、朝鮮半島、中

国の北部および東北部、及びロシア連邦アムール

州にも分布します。鮮やかな黄色の内樹皮は生薬

であるオウバクの原料になります。主要な薬効成

分はベルベリンというアルカロイドの一種で、健

胃剤、整腸剤として古くから利用されてきました。

林木育種センターでは、国産キハダの造林需要に

備えるため、遺伝資源の収集保存、国内の遺伝的多

様性の調査、種子や苗の移動可能範囲について調

べるための産地試験地の造成といった基礎データ

の蓄積を進めています。

　フェノロジーは「生物季節（学）」と訳されます。季

節の移り変わりにともなう生物の状態や行動の変

化（およびそれについて研究する学問）のことで、サ

クラの開花やセミの初鳴きなどが有名です。なか

でもキハダなどの落葉樹にとって、春の開葉タイ

ミングと秋の落葉（休眠）タイミングは成長や生存

に直結した重要な形質です。落葉樹は、春はなるべ

く早く芽吹き、秋はなるべく遅くまで葉をつけ続

けることで、光合成をしている期間を長くしたい

はずです。一方で、春の遅霜に芽吹いたばかりの若

葉が傷害を受けたり、秋の初霜で休眠が完了して

いない冬芽が凍ったりしないように、対策する必

要もあります。こういったジレンマに、落葉樹はど

のように対処しているのでしょうか。

　本稿では、キハダ実生において観察された開

葉・落葉フェノロジーの産地間変異について紹介

します。

２．材料と方法 

　国内５ヶ所の産地（北海道、東北地方、中部地方、

中国地方、九州）からキハダの種子を採取し、育種セ

ンター（日立市）構内の苗畑で育苗しました（図１）。

　開葉フェノロジーについては、2019年秋に播種

した当年生実生の開葉のタイミングを翌2020年２

月から５月にかけて観察しました。産地ごとに２

～３系統、１系統あたり３個体を観察に使用しま

した。開葉指数は冬芽の状態である０から、完全に

開葉した状態である４までの５段階で評価しまし

た（図２）。

　落葉フェノロジーについては、2020年春に播種

キハダの葉フェノロジーの産地間変異

育種基本区  ス ギ ヒノキ カラマツ トドマツ 合 計 
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（20） 
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（56） 
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（96） 
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（1） 

  40 

（19） 

合 計 
226 

（164） 

58 

（58） 

94 

（93） 

29 

（29） 

407 

（344） 

表　特定母樹の指定状況（系統数）

（注１）各欄下段の（ ）内の数値はエリートツリー数で内数

（注２）北海道のカラマツには、グイマツ1系統を含む

した当年生実生の落葉のタイミングを同年９月か

ら12月にかけて観察しました。落葉指数は全く落葉

していない１から、完全に落葉した状態である５ま

での５段階で評価しました。産地ごとに３～５系

統、１系統あたり３個体を観察に使用しました。観

察対象の個体ごとに開葉・落葉指数を記録し、各記

録日における指数を産地ごとに平均しました。

３．キハダ実生のフェノロジー

　開葉フェノロジーでは、３月下旬から九州産が

最も早く開葉を開始しました（図３）。５月１日には

九州産の全個体の開葉が完了しました。続いて中

部産、関西産、北海道産と続き、最も開葉が遅かった

のは東北産でした。

　落葉フェノロジーでは、おおむね北海道産、東北

産、中部産、関西産、九州産の順で落葉が進みまし

た。北海道産は急激に落葉したため指数２を示さ

ず、10月に入ると一気に指数３まで進行しました

（図４）。一方、九州産はゆっくりと落葉し、完全に落

葉した状態の指数５となったのは12月に入ってか

らでした。このように、北海道や東北といった緯度

が高い産地出身の系統では落葉が早くなる傾向が

見られました。

４．葉をつけている期間と気候

　開葉フェノロジーの結果では、産地の緯度が高

いほど遅く開葉する傾向が見られました。一方、落

葉フェノロジーでは、産地の緯度が高いほど早く

落葉する傾向が見られました。これは、高緯度地域

（北海道・東北）では葉をつけている期間が短くなる

ということを示唆しています。キハダの当年生実

生では、高緯度地域では芽吹きを遅く、落葉を早く

することで、春先と秋口の霜を避ける適応が起

こっている可能性があります。また、低緯度で霜に

あたる可能性が低い地域では、葉をつけ光合成で

きる期間を延ばすように地域の気候に適応してき

たのかもしれません。今後は産地試験地を活用し、

開葉・落葉フェノロジーの適応が成木でも見られ

るか観察していく予定です。

（遺伝資源部　探索収集課　稲永　路子）
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図2　キハダの開葉・落葉指数の目安

図1　苗畑で育苗中のキハダ実生


